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木曽川での地引網体験 

木 曽 川 漁 業 体 験 
自然が豊かな愛西市の木曽川、淡水と

海水が混じり合っているので、フナ、コ

イなど淡水魚とタイやエイなど海の魚、

そして、ウナギやサケなども生息してい

ることがわかっています。もちろん、魚

類だけでなく、シジミやカニやエビなど

もいます。愛西市観光協会で、７月２０

日（月、海の日の祝日）、８月２日（日）、

８月３０日（日）の３日間、木曽川で漁

業体験が予定されていますが、どんな体

験が出来るか楽しみです。 

今回は生き物の雑学を幾つか、最初に貝の仲間。シジミ（蜆）は、殻の模様が縮んでいるように

見えることから「ちぢみ」が転じて「しじみ」になったといわれています。シジミと言えば真っ黒

というイメージがありますが、これは、泥に含まれる成分によるもので、泥底にいたものは黒く、

砂底にいたものは黒くならず明るい色をしています。木曽川のシジミは明るい色が多いですね。ま

た、最近の木曽川には黄色いシジミがいますが、これはタイワンシジミです。 

シジミはハマグリ（蛤）と同じように俳句では春の季語として使われ、シジミもハマグリも春先

から美味しくなります。そして、同じように夏に産卵期を迎えますが、「夏のハマグリは犬も食わ

ぬ」と言われていますように、ハマグリは、夏になると産卵のために沖へ移り、また、味が落ちる

といわれています。その頃はマズイばかりか、食中毒にかかることもあるようです。さらに、ハマ

グリは夏の浜辺に居なくなることから、「夏のハマグリ」といえば浮気女の例えとされたようです。

一方のシジミは、お盆頃が産卵なので、その直前の初夏に最もふっくらとして旬とされます。でも、

今年のシジミは昨年の異常気象の影響か漁獲高が少ないようです。どこへ行ったのでしょうね。 

次に、サツキマス（皐月鱒）。この魚、長良川河口堰建設時に、清流・長良川のシンボルとして

話題となりました。古くは伊勢湾に注ぐ長良川、木曽川、揖斐川の流域地域で〝かわます〟と呼ば

れていましたが、この魚が 5月（皐月）頃に遡上することから、岐阜県水産試験場により〝サツキ

マス〟と命名されました。（２頁に続く） 
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アクアトトぎふのカワウソ 

アクアトトぎふのサツキマス 

木 曽 川 漁 業 体 験 
実は、この魚、孵化した年（産卵の翌年）の

秋頃からスモルト化（体色が銀白になる）し、

川を下り海に出ます（降海型）。雌のほとんど全

てが降海しますが、雄は河川に残留しますし、

雌でもスモルト化しない個体は河川残留して生

活します（陸封型）。降海しても沿岸域で群れて

生活しています。そして、降海後 1年で成熟し、

河川水温と海水温が等しくなる４～６月頃に遡

上を始め、10～12月頃に源流部近くまで遡上し

て産卵します。その時、アマゴがサツキマスの

産卵に参加することが観察されています。その

アマゴは、漢字で「雨子」、「甘子」、「天子」、「鯇」と書き、名前の由来は雨が多い梅雨や初夏によ

く釣れるためです。または、「甘い(美味しい)魚」という意味の呼び名が転じて呼ばれたとも言わ

れます。アマゴはサツキマスの河川残留型（陸封型）、つまり、驚くことに同じ魚なのです。この

ため、長良川河口堰建設時にはサツキマスが長良川上流に戻れないと環境保護団体が建設に反対し

ました。サツキマスは河口堰魚道での観察によると現在も僅かながら通っているようですし、木曽

川にもいます。 

ボラはほぼ全世界の熱帯・温帯に広く分布する大型魚で、海辺では身近な魚の一つで食用に漁獲

されています。今回の漁業体験でもたくさん捕れると期待されています。 

ボラ（鯔）は、中国語でも日本語でも同じで、日本での訓読みが「ぼら、いな、とど」、音読み

で「シ（呉音・漢音）」と読みます。ボラは出世魚です。出世魚とは成長にしたがって名称の変わ

る魚のことで、鯔は、成長するに従って、関東では、オボコ、イナッコ、スバシリ、イナ、ボラ、

トドなどと呼び名が変わります。オボコは、子供などが幼い様子や可愛いことを表す「おぼこい」

の語源、また、イナは、若い衆の髷（まげ）の青々とした剃り跡をイナの青灰色でざらついた背中

に見たてた「いなせ」の語源、そして、トドは、これ以上大きくならないことから「とどのつまり」

の語源と言われています。 

 最後にカワウソ。イタチやラッコの仲間で、猫に次

いで人気がある哺乳類だそうですが、かつては人間に

とって身近な存在であり全国に広く生息し、日本民話、

アイヌの伝承にもしばしば登場しています。ところが、

カワウソの毛皮は保温力に優れているため、この毛皮

を求めて大正から昭和初期にかけて乱獲が進み、生息

数が激減しました。このため、戦後は捕獲禁止となり

ましたが、高度経済成長期における周辺地域の開発、

農薬や排水による水質悪化、河川の護岸工事等により、

生息数の減少に更なる拍車がかかり、1979（昭和 54）年以来目撃例がなく、2012 年に環境庁が絶

滅したと認定しました。（３頁に続く） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%86%B1%E5%B8%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B8%A9%E5%B8%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A3%9F%E7%94%A8
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御葭祭 

置物「花筺」 

木曽川の黒鯛 

ところで、これまでの研究により、河童伝説の大半はカ

ワウソが正体と推定されています。日本各地に残る河童の

骨とかミイラとかされているものは、ほとんどがカワウソ

のものだそうです。当地にも河童伝説が残っていますので、

ニホンカワウソが住む環境だったと思います。 

７月２０日（月）の漁業体験では、河童やカワウソはい

ませんでしたが、40cm 位の大きな黒鯛（右写真）など大

きな魚７匹、小魚、カニなどいっぱい捕れました。８月２

日、３０日の漁業体験に参加希望される方は観光協会（0567-55-9993）までお問い合わせ下さい。 

あ と の ま つ り 
７月 26日（日）、今年も尾張津島天王祭の車楽舟行事

が盛大に開催されました。〝あいさい通信９号、10 号

〟で紹介しましたように、7 月 11 日（土）の斎竹立て

から関連する準備祭事が始まり、12 日（日）には置物

定めがあり、クジで今年の山車に飾られる能人形（置物）

が「花筐（はながたみ）」に決まりました。シテ（主人

公：照日の前）が花筺(花籠)を持つ置物なので、今年は

微笑ましい年になりそうと言われました。花筺が選ばれ

たのは、明治以降では、平成 14（2002）年、昭和 35（1960）

年、昭和 7（1932）年で、平成 14（2002）年、昭和 35

（1960）年は、良くも悪くもとりわけ大事件がない平穏

な年だったようです。 

ところで、〝後の祭り〟という言葉をご存知でしょうか。〝後の祭り〟とは、後で気が付いて悔

やんでもどうしようもない、手遅れという意味に使われていますが、その語源（諸説あり）は、京

都の祇園祭に関係があります。祇園祭では、7 月 17 日を〝前（さき）の祭り〟7 月 24 日を〝後の

祭り〟と言い、〝前の祭り〟で有名な山鉾（やまぼこ）巡行があります。この山鉾巡行は、山鉾や

山車が何台も登場するので、この見学に何十万人もの人が来るわけですが、一方の〝後の祭り〟は

目立った華やかな山鉾やお囃子もなく派手さが無いので、せっかく来たにもかかわらず残念という

ことになります。このことが語源となりました。なお、最近の祇園祭は、後の祭りでも山鉾巡行な

どが復活して様相が変わってきているようです。 

 尾張津島天王祭でも、少し意味合いが違いますが〝後の

祭〟が開催されています。津島神社の御葭祭は尾張津島天

王祭の本質的な内容ですので一度は見る価値があると思

います。そして、この神事に派生して津島神社の天王信仰

に関わる〝天王迎え〟〝おみよし様〟〝子供祭礼〟など

と呼ばれる祭事が愛西市内の幾つかの町で開催され、当地

の風物詩となっています。 

津島神社 御葭祭  ８月３日（月）１６時  於：津島市天王川公園 
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蓮 見 の 会 

 ７月 11 日（土）・12 日（日）の２日間、今年も森川町の〝

道の駅〟横にある〝赤蓮田〟で蓮見の会が開催され、多くの人

が蓮の花を観賞されました。特に今年は、地元佐屋高校の生徒

さん達が整備した〝蓮の回廊〟が話題となりました。ただ、台

風の接近に伴い、当日は急激に、数日前まで涼しかったのが噓

のような猛暑になって人出が少なかったことが残念です。 

 

あいさいボランティアガイドの会 ７月定例会 議事録 

◆会議（７月１９日（日）９時～、於：愛西市文化会館、23 名出席） 

１．尾張津島天王祭の直前事前研修（DVD観賞） 

２．下記議題について話し合いました。 

①漁業体験への協力について 

７・8月に葛木港で実施する漁業（地引網）体験に 

ついて、協力体制を確認しました。 

なお、本事業にボランティア協力いただける方は 

観光協会事務局まで連絡下さい。 

②尾張津島天王祭 舞台裏ツアーについて 

③鈴木家住宅の活用について 

④その他連絡事項等 

・会員集合写真撮影 

・緊急連絡について 

・あま歴史研究会 主催「ウォーキング大会」（秋開催）について 

・加藤清正公の NHK大河ドラマ誘致活動について 

 ＜お盆なので８月定例会は開催しません。次回は９月です、ご注意下さい＞ 

Ｖ Ｇ ９月 定 例 会 の 予 定 

集合時間：９月２０日（日）９時００分       集合場所：愛西市文化会館 

 内  容：研修会、秋の催事について 

 

～ 観光協会 今後の予定 ～ 

 

・8月 2日（日）、8月 30日（日） 漁業体験 

・8月 11日（火） 名古屋城宵まつり応援ブース 出店 

・8月 28日（金） 蓮見の会 第 3回フォトコンテスト 表彰式 

   フォトコンテストの入賞作品展示（8/28～9/13 於：愛西市文化会館１階廊下） 

・10月 10日（土） 稲沢サンドフェスタ 2015 あいさいさん出演 

・10月 11日（日） かにえ町民まつり 2015 出店 


